
もっと簡単に、高品質に
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Web Application Framework
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pirka（ピリカ） とは：

pirkaは、javaでWEBアプリケーションを構築するため
のフレームワークです。

JavaとHTMLさえ知っていたら、ほんの少しのルー
ルを覚えるだけで、簡単にしかも高品質にアプリケー
ションを構築できます。

pirkaは、SourceForge.jp上で開発されいるオープン
ソースです。
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画面デザイン(HTML)
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Actionメソッド

入力チェック、編集、DTO、ビジネス呼出しな
ど

pirka内部構造

pirka framework
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番号は処理の順番を表しています。
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pirkaの位置づけと主な機能

Webサーバー

アプリサーバ
（Tomcat等）

Webアプリケーション

DBアクセス層
(インテグレーション層)

pirkaで実装予定

※現状は、S2Daoでの
実装を推奨

画面・制御層
(プレゼンテーション層)

　

業務実装層
(ビジネス層)

pirkaで実装予定

※現状は、
Seasar2を利用した
DI、AOPの実装を
推奨

HTML画面生成部

入力チェック

エラー画面表示

画面遷移

編集処理

セキュリティ機能

初心者向けjavaソース作成支援

ログ出力機能
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初版 1.1 1.2 将来版
（次期
未定）

View
動的画面生成 ○
動的イメージのサポート ○
表示データの設定 ○
入力データの取得 ○
タグ属性の設定 ○
入力チェック ○
エラー画面表示 ○
画面遷移 ○
画面間データ受渡し ○
画面データ保存 ○
アップロード ○
ダウンロード ○
編集機能 ○
HTMLインクルード ○
モックアップサポート ○

Controler
HTTPデータ受信 ○
HTTPデータ送信 ○
アップロード ○
ダウンロード ○
画像送受信 ○
リンクの自動サブミット機能 ○
二重クリック防止機能 ○
DyamicDeploy ○

Model
ビジネスﾛｼﾞｯｸ ○
データベース ○

その他
セキュリティ ○

クロスサイトスクリプティング ○
SQLインジェクション ○

画面とｿｰｽの構造 ○
ライブラリ群 ○
Ajaxサポート ○
携帯向けスペース削除機能 ○

作成支援機能
初心者向けツール ○
モックアップコンパイラ ○
Eclipsplugin ○
Junitを使用したテスト ○
Junitテストコード自動生成 ○
画面毎bean自動生成 ○

主な機能
機能
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pirka開発の全体像

xxx.html
(モック)

初心者向け開発支援ツール
pirka-Code-Gen

xxx.java

xxx.class(画面クラス) xxx.html(画面HTML)

pirka.jar(framwork)

tomcat等

ブラウザー

build

説明

１．顧客説明用のHTML画
面(モック)に少しだけルール
を意識させます。

２．pirkaの初心者向けツー
ルに先ほどのHTMLファイル
を読み込ませ、HTML画面
を動作させるためのjavaファ
イルを出力させます。

３．出力されたjavaと
HTML(モック)をWebコンテナー
に配備し、画面を動作させ
ます。
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pirka開発の流れ

前提条件

　Eclipse に Tomcat-Plugin が導入されていること

　　※Tomcat-Plugin が無くても開発は出来ますが、一部手順が異なります。

プロジェクト作成編

Webアプリ構築編

Webアプリ修正編

EclipseでTomcatプ
ロジェクトの作成

必要なファイルをコピー
pirka.jar : lib の下
Web.xml : WEB-INFの下

ビルドパスの設定
Pirka.jarを追加

HTML の作成

Javaソースの作成
・pirka-Code-Gen   
で自動生成

・手作り

プロジェクトのsrcの
下にHTMLとソース
をコピー

パッケージとインポー
トの追加

HTMLの修正 Javaソースの修正
プロジェクトのsrcの
下にHTMLとソース
をコピー

Tomcatの再起動

ブラウザで確認 Tomcatの起動

ブラウザで確認
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JUnitでのテストを実現

pirkaを使うと、JUnitを使って画面の動作テストが出
来ます。

今までのようにWebコンテナー(Tomcatなど）を起動
せずにテストが出来るようになります。



画面クラスのJUnitテストの構造

ブラウザ　（テスト結果は画面からも確認出来ます。）

OfflineEntryPoint（pirkaオフラインテスト部／pirka.jar）

xxx.class
（画面クラス）

xxxtest.class
（画面クラスのテストコード）

xxx.html
（モック）

データ設定（画面手入力代行）

JUint(TastCase)
テストフレームワーク

起動

WEBサーバー（Ｔｏｍｃａｔ等）は必要ありません

コンソール　テスト結果

アクションメソッド呼び出し

表示データ取り出し

Assert次画面オブ

ジェクト

次画面オブジェクト

Assert表示データ

繰り返す
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2007/06/20 ITproで紹介されました。
　　ITproData ニュースより転載　 http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/NEWS/20070620/275393/?ST=data
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Java Expert　#02(2007年10月27日発売) に掲載

　　http://gihyo.jp/book/2007/978-4-7741-3255-6　　　　　技術評論社

の基本的な使い方を紹介しています。


